表示を換機能 


本節では、数値の表示形式の変換について説明しまず。 

■ Eng 変換と逆 Eng 変換 

計算結果として表示中の数値の指数部を、3の倍数に蜜換して表 
おすることびできます。 

□ Eng 変換の操作例 

( mT ) 1,234を Eng 変換して表示する 



■ S-D 変換 

S-D 蜜換の機能を使うと、ル数を分数や凡のあ式に変換したり、 
その逆に蜜換することびでさます。 
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口変換び可能なお式について 

S - D 変換では、ル数で表おされた計算結果を、次の形式の数値に 
蜜換することが可能です個励こ、次のあ式の数値をル数に変換 
する操作が巧能です)。 

分数形式：分数として変換巧能なル数を、分数形式に蜜換しま 
す。仮分数、帯分数のどちらで表示を行うかは、蜜換時 
の分数表示設定に従います。 

凡形式：几を含む次のお式への数値の変換び可能です （ 自然表 
示時のみ有効)。 
n 几 （ n は整数） 

亏凡 または み仇 (分数表示設定に従います） 

♦分数のなお式への変換では、変換でをるをのは逆兰角関数の 
結果やラジアンで一般的に表現される数値に限られます。 
♦ 計算結果び厂形式で得られた場合に、画にてル数表示に変 
換することび可能です。 

しかし、計算結果びル数表示の場合は、厂形式に変換するこ 
とはでをません。 

口 S - D 変換の例 

♦ 蜜換巧象によっては、変撰に時間びかかる場合がありまず。 
巧厂〇分数^ル数 

[mathi 

團回®面因 


画 


画 


囚 Math ▲ 

5 

6 

5 

6 


0.8333333333 


5 

6 


♦ 画キーを巧すごとに、表示び交互に切り替わります。 
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(MD 71 を含む分数ール数 

imath] 

画因固州困圍回度)回目 


画 

( MD 厂 を含む数ール数 

imath] 

固回寒)因因固因 


画 


Jixf 


h 


1.256637061 


'巧ぶ 


ぶ 


'巧ぶ 


2.4434の743 
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複素数計算 


(CMPLX) 


本節では、複素数計算の操作について説明します。 

本節での計算を巧ラ際には、計算モード (15 ページ参照)と 
して CMPLX モード（極 i ) 回）を選択してください。 


■複素数計算の概要 
口本機で可能な複素数計算について 

本機では、複素数を使った次の演算が巧能です。 

• 加減乗除計算 

• 逆数、2乗、3乗(関数 X -1, が， X 3 を使用） 

• 偏角と絶対値の計算 
• 共役複素数の計算 

口虚数り)の入力について 

CMPLX モー ドでは、國 キーは 虚数 I を入力するための キーと 
して働さます。本節では r 囚キー」と表記します。 

口+わ/のお式で複素数を入力する腳こは、回キーを利用します。 
例えば2+31’を入力するには、次のよラに操作します。 


回旧团山2+311 


口極座標お式での複素数の入力につぃて 

CMPLX モードでは、極座標あ式い - Z がでの複素数の入力ち可能 
です。例えば5^30を入力するには、次のように操作します。 

回晒回 ( Z ) 固匹]["日の日 I 


♦偏ち目の入力時(および計算結果表示時)の単位は、現在の角 
度設定 (16 ぺージ)によって決まります。 
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口計算結果の表おお式について 

本機では、複素数計算の結果を表おする隙の座標あ式として、直 
交座標お式と極座標形式のいずれかを選ぶことびで走ます。 


虚軸 

も- ♦ a + bi 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

- '^ ►実軸 

0 a 

直交座標形式 


虚軸 



r 乙夕 


極座標お式 


実軸 


座標形式の切り誓えは、セットアップで行います。詳しくは r 複 
素数表示設定を切り誓えるには」 （1 8ページ)を参照してくださ 
し、。 


直交座標お式 (な +も 【’) 選択時の計算例と結果表示例 

(ITT ) 2X(V3 + む二 2V^ +21^3.464101615+21 

[mathi 

回因の回固あ 
曲囚囚呂 


「line I 

回因の固固囚 
西回囚呂 


ライン表示時は計算結果び実部と虛部の 
2 行に表示される 


取(巧 + i ) 

2巧 +2 i 


CMPLX (D A 

2xUC3)+i) 

3.4G4101G15 

+2i 


Cm 2) V2Z45 =1 +/ 


[math] [Deg] 

回回あ画回 (Z ) の回曰 


CMPLX 

扔 4 日 


Math A 


1+i 
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極座標お式 0) 選択時の計算例と結果表示例 


Cm 1) 2 X ( V 3+/) = 2 V 3+2/= 4 Z 30 


[math] [Deg] 

回因の回团@西囚囚 
因 


rgiJg)1+i = V2Z45 

[MATH] [Deg I 

圧]西囚因 


取 ( 巧。 +T) 

Math A 

4 口 0 



CMPLX [ 

1+i 

Math A 

扔 4 日 


参偏角0は、-180°く 0皇180の範囲で出力されます。 


口複素数メニューについて 


CMPLX モードの選択時には、複素数メニューび利用巧能です。 
複素数;^ニューは、画司回 ( CMPLX ) を巧ずと表示されまず。 


3 ： ►(- ピ 6 


2: ConJ9 
4: l-a+bi 


各メニュー項目の具体的な操作方法については、次項からの説 
明を参照して < ださい。 


■共役複素数 ( Conjg ) 

複素数 Z ニロ+加こ巧する共役複素数ミニロ ー W を巧めることび 
でさます。 


(例つ 2+3/の共役複素数を求める 


「line I 

画回 ( CMPLX ) 回に onjg ) 
回旧回囚囚因 


ConJgC2+3i) 

2-3i 
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■絶対値と偏角の計賃 (Abs: arg) 

之-口 +w のあで表される複素数を複素平面(ガウス平面)上の座 
標とみなして、絶対値(の）と偏角 (arg) をホめます。 

〇ご2+2/の絶対値と偏角を巧める 

[ Mh ][M] 虚軸 


-実軸 


絶が値の算出： 

陋)極! ( Abs ) 回西回囚因 


偏角の算出： 

耐 图 ( CMPLX ) 圧) ( arg ) 
回旧回山囚因 


CMPLX 囚 

l2+2il 

Math ▲ 

2 尼 



argC2+2i)" 

Math A 

4 已 



■ 計算結果表示お式の強制指定 

現在の複素数表示設定にかかわらず、直交座標お式または極座 
標お式で計算を吉栗を表示することびでさます。 

口計算結果を直交座標お式で表示するには 
計算式の末尾に画3回に MPLX) 团 （►£/+ わ0を巧します。 
C3D 2尼 Z45 = 2+2!’ 

[math 11 Deg I 

回因回 CE ) 極!回 ( Z ) 匹]回 
fsHi ^ 回 ( CMPLX ) 狂) (►"+ わむ 
因 


CMPLX 囚 Math A 

2麻 Z 化り +bi 

2+2i 
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口計算結果を極座標お式で表示ずるには 

計算式の末尾に回因回に MPLX ) 回（►ピがを巧します。 
C1D2+2 / = 2V2Z45 

[MATH] [Deg I 

回西图囚画回 (CMPLX} 

固 (► rZ 0) 因 



2+2 i KlO 

2J2145 


■複素数計算の例題 

QD (1 + 城-脚=吾-去!' 

I LINE I 「 CMPLX 囚 ▲ 

のの旧团囚囚固 （ l +3 i 卜の i ) 

の回回囚呂 3^? 
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統計計算 


(STAT) 


本節での計算を巧う際には、計算モード (15 ぺージ参照)と 
して STAT モード（陋固回）を選択してください。 


■統計計算の概要 
口統計計算の操作の流れ 

はじめに、本機を使った統計計算の大まかな操作の流れを説明 
します。次の操作例を巧って < ださい。 

1. 陋固图 （ STAT ) を巧します。 

• 次のよラな STAT タイプ選択画面び 初期表示されます。 



1 -VflR 

2 

A + 巨ド： 

：S 


4 

in K 



1-. 

A ■巨-■■■ド： 

ド 

A ■ド:-■■■巨 

田 



この画面では、統計計算のタイプを選択することびでさま 
す。 


2. ここでは圧] (1- VAR ) を巧します。 

• 画面上部に STAT シンボルび点灯し、 STAT モードに入った 
ことを示しまず。 

• 次のよラな STAT エディタ画面び 表おされます。 

STAT 囚 



この画面では、統計計算実行の交[象となる標本データを入 
力ずることびでさます。 

3. 標本データを入力します。 

• ここでは例として10,11,12と入力します。 

の团目のの目の回目 

STAT 囚 

I K I 
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4. 固を巧します。 

• STAT 演算画面び 表示されます。 


この画面では、 STAT エディタ画面で入力した標本データ 
に基づく統計計算や、 COMP モードとほぼ同様の各種計算 
を実行することびでさます。 

5. ここからの操作は、実隙の統計計算の例です。 

画因圧] ( STAT ) 封甲します。 

• 次のよラな STAT メニューび表示されます。 



Type 

2:Data 

：S 

Edit 

4: Sum 


Var 

6:MinMax 

ド 

Distr 



この画面からコマンドを選巧して統計計算を実行したり、 
他の画面に移動ずることなどびでさます。 

6. 計算例:標本データの平巧値をホめます。 

回 （ Var ) を巧してください。 

• Var サブメニューび表示されます。 


l:n 2:5 
Ssxtfn 4sxtfn-i 


7. 回な)を巧します。 

• STAT 演算画面び表示され、平均値をホめるぶコマンドび入 
力されます。 


;1 

0 
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8. 因を巧します。 

• 計算結果(標本データの平均値)が表示されまず。 


ヒント 

♦ STATE - ドでの統計計算は、 STAT エディタ画面で入力した 
標本データに基づいて行われまず。 

統計計算を行った後でち、随時 STAT エディタ画面を呼び出 
して、標本データの追加、削除、蜜要などの編集を行ラことび 
でさまず。 

口統計計算のタイプについて 

統計計算のタイプは、 STAT モードに入ると表示される STAT 夕 
イプ選択画面で数字キー（田〜国）を巧して選ぶことびで走ま 
す。 



1 -VflR 

2 

A + 巨 ド： 

：S 


4 

in K 



1-. 

A ■ 巨 - ■■■ド： 

ド 

A ■ド:- ■■■巨 

田 



本機では、次のタイプの統計計算の実行び巧能です。 


キー 

還巧画面表示 

統計計算のタイプ 

変数の数 

圧） 

1 -VAR 

一蜜数統計演算 

-変数( X ) 

回 

A+BX 

一次回帰演算 

二蜜数( X ， Y ) 

回 

_+ CX 2 

二次回帰演算 

团 

In X 

対数回帰演算 

回 

が X 

e 指数回帰演算 

固 

A - B^X 

a わ指数回帰演算 

回 

A - X^B 

ベさ乗回帰演算 

面 

1 /X 

逆数回帰演算 


統計計算のタイプを切り曾えるには 

STAT モードの利用中でち、統計計算のタイプを切0替えること 
ができます。画回田 （ STAT ) 圧] ( Type ) 封甲すと STAT タイプ選 
択画面び表示されるので、切り誓えたいタイプに応じたキー 
(圧]〜面）を巧しまず。 


















♦蜜数の数び異なる統計計算タイプに切り替えると、現在登録 
されている標本データびクリアされまず。 

STAT タイプ選巧画面で圧]〜面を巧すと、次のような画面 
が表示される場合びあります。 


Clear Memory? 

C=] : Ves 

CAC] : Cancel 

標本データをク U アして統計計算タイプを切り誓えるには 
目 （ Yes ) を、切り替えるのをやめるには固 （ Cancel ) を巧し 
ます。 

♦蜜数の数び同じ(二蜜数の)統計計算タイプの間での切り替 
えの場合は、標本データは保持されます。同じ標本データに 
基づいて、異なる回帰演算を実行することが巧能です。 

口 標本 データの 入力に ついて 
ST AT エディタ画面を表示ずるには 
他の計算モードから STAT モードに入った攝合は、 STAT タイプ 
選択画面で統計計算のタイプを選んだ時点で STAT エディタ画 
面が表おされます。 

すでに STAT モードに入っており、他の画面び表示されている場 
合は、画^の （ STAT ) 回 （ Da ね)を巧します。 


STAT エディタ画面について 

STAT エディタ圆の1行び、1個 (1 組)の標本データを表します。 
現在選巧されている統計計算タイプが一変数か、二蜜数かに応 
じて、 STAT エディタ画面の表示は次のようになります。 



一変数の場合 二変数の場合 


FREQ (頻鼠列の表示について 

セットアップの統計表お設定 (1 8ページ)は、初期設定では OFF 
になってし'!ます。これを ON に切り誓えると、 STAT エディタ画面 
に FREQ 列が追加されます。 FREQ 列は " FREQ " といララべル名 
で表されます。 
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FREQ 列 



一変数の場合 二変数の場合 


♦ FREQ 列には、各行の標本データの頻度(同一標本データの 
データ数)を、数値で入力することびでさまず。ある巧の X 列 
(または Y 列)にデータを入力すると、その行の FREQ 列には初 
期値として1び自動的に入力されまず。 


標本データを入力するには 

♦入力は、現在カーソルが表示されているセルに対して巧ラこ 
とができまず。カーソルの移動は、カーソルキーを使って行 
います。 



カーソル 


♦ ライン表示選択時の COMP モードでの入力と同じ要領で、数 
値や式の入力を巧います。入力中の数値や式は、 STAT エディ 
夕画面下部の r 詳細情報エリア」に左詰めで表示されまず。 


[詳細情報ェ U ア 


STAT 

の 


、1 

1 

123.45 

1 


♦ 入力の途中(数値や式び詳細情報エ I 」アに左詰めで表示され 
ている状態)で固を巧すと、入力中の内容びク U アされま 
す。 

♦ 入力中の内容を確定するには、呂を巧します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値が表示されまず(最大6お)。計 
貸式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 
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♦ 二蜜数の場合、ある巧の X 列または Y 列のどちらか片方への入 
力を確定すると、もう片方には初期値として自動脚こ0び入 
力されます。 

入力に関ずるごま意 


①入力可能な行数(標本データ数)は、現在選巧されている統計 
計算タイプと、本機のセツトアップの r 統計表示設定 J の巧態 
によって次のよラに異なります。 


統計表お 
統吕十 〜設定 
計算タイプ 

OFF 

( FREQ 列が表示） 

ON 

( FREQ 列表示） 

一変数 

80行 

40行 

二変数 

40行 

26行 


擅詳細情報エ U アへの表示は、萬にライン表示形式となりま 
す。 

感 STAT エディタ画面では次の入力操作はできません。 

■阻，画^晒 （ M -) キーの操作 
-変数メモリーへの数値登録操作 ( STO ) 

標本データの保持に関するごミち意 

次の操作を行ラと、 STATE - ドで入力した標本データはずべて 
消えてしまいますので、ご注意< ださし、。 

♦ STATE - ドから他の計算モードに切り替えた場合 
•セットアップで統計表示設定 ( FREQ 列の表示/非表示設定） 
を切り替えた場合 

口標本 データの 編集に ついて 

STAT エディタ画面で入力した標本データに対して、次の編集操 
作が巧能です。 

• 選択したセルの内容の上書さ 
• 巧の削除 
• 行の挿入 

• をデータの一巧削除 


編集時のカーソルの移動について 


編集を行う際には、編集対象のセルに力ーソルを移動します。 


上下方向への移動には®または®を、左ちち向への移動には 


(3) またはを)を使います。 
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入力済みのセル内のデータを上書きするには 

入力済みのセルへの上書さ操作は、基本的には標本データの初 
期入力時の操作と同じです。 

1. STAT エディタ画面で、入力済み内容を変更したいセルに 
カーソルを移動しまず。 

2. 上書きしたし锁値(または計算式)を入力し、目を巧します。 
•新たに入力した数値(または計算式)によって、力ーソル位 
置のセルの内容び上書さされます。 

ご注意 

入力済みのセルに巧する編集操作は、新規入力による上書さ操 
作のみび可能でず。すでに入力済みの数値の一部を蜜要するこ 
とはできません。 

巧定の行を削除ずるには 

現在のカーソル位置の行全体を削除することびでさます。 

1. STAT エディタ画面で、削除したい行のいずれかのセルに 
カーソルを移動します。 

2. 画を巧しまず。 

•力ーソル位置の行を体び削除され、削除した行削谭の行び 
順次繰り上びります。 


特定の位置に巧を挿入するには 

現在の力ーソル位置の手前に、行を挿入することびできまず。巧 
の挿入は、次の手順で巧います。 

1 . STAT エディタ画面で、行を挿入したいイな置の直後の行のい 
ずれかのセルに、カーソルを移動します。 

2.画^の （ STAT ) を巧して STAT ；)< ニューを表示し、团 （ Edit ) 
を巧します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 


1: Ins 2: Del-fi 


3. 圧) （ Ins ) を巧しまず。 

• 行の挿入び実行され、 STAT エディタ画面に戻ります。 


-86 - 



ご注意 

ずでに入力可能な巧数いっぱいまで入力済みの場合は、行の挿 
入は実行されません。 

ずべての標本データを一括削除するには 

STAT エディタ画面に入力したずべての標本データを、次の手順 
で一括して削除することびでをます。 

1. 画回圧] ( STAT ) を巧して STAT ；>< ニューを表示し、回 （ Edit ) 
を巧します。 

• £出1サブ；><ニューび表示されまず。 

2. 回 （ Del - A ) を巧します。 

• すべての標本データび削除されます。 

ご注意 

巧の挿入と標本データの一括削除の操作は、 STAT エディタ画面 
び表示されているが態でのみ実行が巧能です。 

口 STAT 演算画面について 

STAT 演算 11® は、 STAT エディタ画面を使って入力したデータ 
に基づく鲁種の演算を実行する隙に利用しまず。 

STAT エディタ画面で画を押すと、 STAT 演算画面に切り替わり 
ます。 


白 


STAT 演算画面を使った統計計算について 

画因圧] ( STAT ) 封甲すと表示される STAT メニューから、現を選 
択されている統計計算のタイプ (82 ベージ)に応じた〕マンドを 
STAT 演算画面に呼び出し、演算を実行することができます。 
♦入カデータ個数や、選択した統計計算の種類によっては、統 
計計算に時間びかかることがあ0ます。 

STAT 演算画面で可能なその他の操作について 

基本的に COMP モード時と同様の、四則演算や関数計算などの 
操作が可能です。ただし次の磯能は無効となりまず。 
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• 複数の計算履歴の記憶 
• カルク機能 
• ソルブ機能 

• 一部の関数計算(微分、積分など） 

• マルチステートメントの入力 

また、セットアップの表示形式設定にかかわらず、常にライン表 
お形式となります。 

□ STAT メニューについて 

STAT エディタ画面または STAT 演算画面で画^の ( STAT ) を巧 
すと 、 STAT メニューび表示されます。 

STAT 文ニューの内容は、現在選択されている統計計算のタイプ 
(82 ページ)び一変数か、二変数かによって、;>< ニュー項目び異な 
0ます。 



Type 

2:Data 

：S 

Edit 

4: Sum 

b 

7 

Var 

Res 

6:MinMax 



Type 

2:Data 

：s 

Edit 

4: Sum 


Var 

6:MinMax 

ド 

Distr 



—変数の場合 二変数の場合 


参メニューの表示中に画固の （ STAT ) を巧すと、メニュー表示 


前の画面に戻ります。 

共通のメ ニュー 項目 


メニュー名 

説明 

の Type 

STAT タイプ選択画面を表おしまず。 

回 Data 

STAT エディタ画面を表おします。 

回 Edit 

STAT エディタに巧ずる編集を行うための Edit 
サブ;< ニューを表示します。 

匹 ) Sum 

鲁種の総和を巧めるコマンドを含む Sum サブ 
メニューを表示します。 

回 Var 

平均や標準偏差などをホめるコマンドを含む 
Var サブ方ニューを表示します。 

图 MinMax 

最大値/最小値をホめるコマンドを含む 
MinMax サブ;ニューを表示します。 
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♦ 团 Sum , 回 Var ， 固 MinMax の鲁ヴブメニユーに含まれる〕 
マンドにつレて詳しくは、 r 一変数統計演算」(下記)および「回 
帰演算(二変数統計演算)」 (93 ベージ)の該当項目を参照して 
くださし V 


一変数時のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

回 Distr 

正規分巧演算を実行するコマンドを含む Distr 
サブ;< ニューを表示します。 


二変数時のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

回 Reg 

回帰演算を実行するコマンドを含む Reg サプ 
；><ニューを表示します。 


ご注意 

対数回帰演算、 e 指数回帰演算、口わ指数回帰演算、およびべき柔回 
帰演算の選択時は、標本データの入力数び多くなると、 Reg サブ 
；<ニューに含まれるコマンドの演算に時間びかかります。 

■一変数統計演算 


画の ( STAT ) 圧! ( Type ) 田 (1- VAR ) 


口総和 (Sum サブ メニュ ー) 


耐圧] ( STAT ) 圧) { Sum ) 


2s 乙 X 

丘]。: 2 標本の2柔和をホめます。 

回左 C 標本の総和をホめます。 

口標本数/平均/標準偏差 (Var サブメニュー） 

耐圧) ( STAT ) 回 ( Var ) 

l:n 

古： が n 

つ•ス 

4: X ピ n-i 
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圧 In 

標本数をホめます。 

回文 

平均をホめます。 


ぶ =鲁 

图-な 7リ 

母標準偏差をまめまず。 


ぶ。"りて-ザ 


V n 

面ぶ口 n -1 

標本標準偏差をまめます。 


rfTH -1 = J 玄 (X - ザ 


口最大値/最小値 (MinMax サブ メニュ ー) 


(pfi (T] (STAT) 国 (MinMax) 


□UminX 標本の最小値をホめます。 
回 maxX 標本の最大値を巧めまず。 


口正規分布演算 (Distr サブ メニュ ー） 

標準正規分布の分布確率を計算できます。標準化蜜量 f は 、 STAT 
エディタ画面で入力したデータから得られる平均値な)と母標 
準偏差値(が如)を用いて、算出しまず。 



l : P ( 

2:因（ 

画圧 ] (STAT) 囚 (Distr) 

3: R ( 

4:れ 


圧] P ( 回 Q ( 回 R ( 团 ►f 

下図のグレー部分の分巧確率 P (り， Q の， R (りの3種類を算出ずる 
ことびでさます。 

標準正規分巧 





X - ミ 

XOn 
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口一変数統計演算の例題 

( mT ) 一変数統計演算を選巧して次のデータを入力する。 


X 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

9 

10 

度数 ( FREQ ) 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

3 

4 

2 

1 


入力したデータに対して、標本の2柔祀と総和をボめる。 

[shIftIB Ct) 国] ( STAT ) 田 ( on ) 廊 D 回 ( STAT ) 

圧 )(1- VAR ) 

四目の目回目 
团目团目回目固目 
回呂国目の函目 


度)を)@回因度)回因回 
目回目团目の目图呂 


画函圧] ( STAT ) 应) ( Sum ) 


の(な 2) 呂 


耐 圧] ( STAT ) 狂) ( Sum ) 
回脚)目 


(MD 例1で入力したデータの標本数、平均、母標準偏差をホめ 
る0 


耐 の ( STAT ) 回 ( Var ) 


圧]い)呂 


l:n 2 ix 
Ssxtfn 4 sxtfn-i 


STAT 囚 


20 


iJj 

の 

FREQ 

! 


STAT 

,r , 胃 


1 


2s 乙 X 

STAT 

な 2 

囚 

672 

STAT 

な 

の 

102 


- 91 - 


























耐 の (STAT) 回 (Var) 
回(巧因 


麻 圧 ) (STAT) 回 (Var) 
固 (xcm ) 因 


(MD 例1で入力したデータの最ル値、最大値を求める。 


画 ^ 丘 ] (STAT) 固 (MinMax) 


圧 ] (minX ) 呂 


画 ^ 圧 ] (STAT) 固 (MinMax) 
图 (maxX ) 因 


1 : minK 

2 s maxK 


STAT 

minX 

の 

0 


STAT 

maiX 

囚 

10 


5 



王 tfn 

2.754995463 


(13) 例1で入力したデータを標準正規分布近描するとさ、ぶ二 
3のとさの標準化蜜量の値政下の分巧確率、ぶ二7のとさ 
の標準化蜜量の値上の分巧確率をまめる。 


画圧 ] (STAT) 回 (Distr) 


の料 ) 国画の (STAT) 
回 (Disti*) 匹](►りの呂 


画圧 ] (STAT) 回 (Distr) 
回 (R() 回画の (STAT) 
囚 (Dish) 匹](►り囚因 


l : P ( 

2:因（ 

3： R ( 

4: れ 


STAT 

PC 3 け） 

の 

0.22296 


STAT 

RC 7 け） 

の 

0.24521 
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■回帰演算(こ変数統計演算） 

口一;夕回帰演算 

画^ 圧] ( STAT ) の ( Type ) 回 ( A + BX ) 

次の理論式による回帰を実巧します。 


y = A + BX 

総和ほ um サブメニュ ー ) 


耐 圧 ] (STAT) 国 ] (Sum) 



乙が 

2:乙 X 

：S 

乙が 

4 S 乙 y 


乙 xy 

6 S 乙が 

ド 

なわ 

Ss 乙が 


のむ 2 標本の X データの2柔和を巧めます。 

回む標本の X データの総和をホめます。 

回み 2 標本の Y データの2柔和を巧めます。 

团乙； V 標本の Y データの総和をホめます。 

回乙ぴ 標本の X データと Y データの 積和をホめます。 

固乙片標本の X データの3柔和を求めます。 

回む 2 ； V 標本の{ X データの2乗 XY データ}の総和をホめます。 
面乙が標本の X データの4柔和を求めます。 


標本数 / 平均 / 標準偏差 (Var サブメニュ ー ) 
邮 fl 圧 ) (STAT) 回 (Var) 



n 

2: 

：s 

xtfn 

4: 


ピ 

b ： 

ド 

ytfn-i 



xtfn-i 

ytfn 


田 M 標本数をホめます。 

回文 標本の X データの平巧をまめます。 

ぶ=鲁 

回 xcm 標本の X データの母標準偏差をまめます。 


xQn 


E (ぶ一ぶ)2 
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国ぶ の 7-1 標本の X データの標本標準偏差を巧めます。 

戶ゎ-ザ 

回夕 標本の Y データの平均をホめまず。 

夕=孕 

固 ; VON 標本の Y データの母標準偏差をホめます。 

. v ""= 戶 ( y - ザ 

囚； V の !-1 標本の Y データの標本標準偏差をまめます。 



最大値/最小値 (MinMax サブメニュ ー ) 



1: minK 

2s m お ： K 

画 H 圧 ] (STAT) 固 (MinMax) 

3: minV 

4s maxV 


丘 ] minX 標本の X データの最ル値をボめまず。 
回 maxX 標本の X データの最大値を巧めます。 
回 minY 標本の Y データの最小値を巧めます。 
团 maxY 標本の Y データの最大値を巧めまず。 

回帰演算 (Reg サブメニュー） 

画田 {STAT} 回 (Reg) 


[HA 回帰係数の定数項 A を巧めます。 

A- み - B ぶぶ 

— n 

回 B 回帰係数 B をボめます。 

巧 _ n-Lxy — hx-z^y 
N •乙ぶ2—狂ぶ)2 
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@ を ) 圧)呂 


国「 相関係数「を巧めます。 

n-Lxy - Lx-Lv 


V{rt-2-x' - (L が } {n 么 v-_ ( えが } 


国ぶ ス推定値をホめます。 


回夕 


CD 


: y 推定値をホめます。 
y = A + Bx 


义 

:V 

1.0 

1.0 

1.2 

1.1 

1.5 

1.2 

1.6 

1.3 

1.9 

1.4 

2.1 

1.5 

2.4 

1.6 

2.5 

1.7 

2.7 

1.8 

3.0 

2.0 


左記データを一;欠回帰して回帰式およ 
び相関係数を巧める。 

また、回帰式よりス^2および>'二-3のと 
をの夕かの推定値)、かぶの推ち値)をそれ 
ぞれ推定する。 


丽 fioDE] 度 ) 匹 ) (STAT) 回 (OFF) 
团 (STAT) 


1-VflR 2 
_+ 亡が 4 
ぃ片 6 
A ■が巨 S 


な E 目 


回 (A+BX) 圧)呂 



因因因因因 
回固の巨固 

冒冒 

田の回回 
因因因因 
回固の屋 

冒冒 

田の回区 


-95 - 



























困國の (STAT) 回 (Reg) 


の (A ) 呂 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
回似呂 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 因 

y 二-3のときぶは？ 

回回画圧 ) {STAT} 回 (Reg) 
SK ぶ)因 

のとをがま？ 

回画 ^ 圧 ) {STAT} 回 (Reg) 
回け)因 

口二次回帰演算 


ill 


0.5043587805 


0.4802217183 


0.9952824846 


-3 去 


-7.297376705 


お 


1.464802217 


困の ( STAT ) 圧! ( Type ) 国 （+ CX 2 ) 


次の理論式による回帰を実行しまず。 

y=A + BX+CX^ 

♦総和 ( Sum サブ;/ニュー)、標本数/平巧/標準偏差 ( Va ヴブ 
メニュー)、最大値/最小値 ( MinMax サブメニュー）について 
は、 r — 次回帰演算」 （93 ページ)と同様です。 



因因因因因 
回の面面回 

□曰冒 

田ののの 
因因因因 
田回回回 
□回回回 
田ののの 
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回帰演算 (Reg サブメニュー） 

丽 圧) {STAT} 回 (Reg) 



fl 

2 :巨 

：S 

こ 

4 : 由 1 

b 

由 £ 

も••を 


圧 IA 


回 B 


回 C 


ただし、 


A 


回帰係数の定数項 A をホめます。 

=を_8(を)-(：(を） 

内 \ n } \ n / 

回帰係数の一次係数目を巧めます。 
Sxy-SxV- S ぶ 2 ； y-Sx^s 


B = 


Sxr.S ぶ 2 パ - (Sxy2)2 


回帰係数の二次係数 C を巧めます。 
S ぶ 2y.Sxx - S が . Sxx：2 


c = 


みぶ=む2 


SxrS ぶ Z ぶ 2_ 似ぶ 2)2 

狂が 


刪=切- 似み） 

狂ぶ - 艺ぶ 2 ) 


みぶ 2 =: 

み 2 ぶ 2 = 乙ぶ 4 _ 


n 

が)2 


め’=巧，■ 如み） 


面ぶ 1 X 1 推定値を巧めます。 

A _ -B+^|B^-4C(A -y) 
2C 

回ぶ 2 X 2 推定値を巧めます。 

,_ _g_ 棘 - 404 -が 
2C 

固多 y 推定値をまめます。 

夕= A +技ぶ+ C ぶ2 
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Cml 95 ページ(一次回帰演算の例題)で入力したデータを二次 
回帰して、回帰式をホめる。 

また、回帰式よりぶこ 2 および； y 二 3 のとさの y かの推定 
値)、ぶ1 ( ぶ1の推定値)、た(ぶ2の推定値)をそれぞれ推定ず 
る。 


回画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 


圧 KA ) 呂 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
图 ( C ) 因 


: y =3 のとさみは？ 

图画圧) { STAT } 回 ( Reg ) 
匹] ゆ) 因 


: V =3 のとさたは？ 

固画圧) { STAT } 回 ( Reg ) 
回(お)因 


のとさ.やは？ 

回画の { STAT } 回 ( Reg ) 
固げ)因 


口巧数回帰演算 

因 圧) ( STAT ) 圧] ( Type ) 团 (In X ) 


次の理論式による回帰を実巧します。 

y = A + 及 InX 



fl 

2:巨 

：S 

こ 

4:由1 

己 

を立 

も••を 


A 

STAT 囚 

0.7020590630 


己 

STAT 囚 

0.2576304379 


C 

STAT 囚 

0.05610274153 


3;1 

STAT 囚 

4.502211457 


3^2 

STAT 囚 

-9.094472563 


冷 

STAT 囚 

1.442547706 
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♦ ずべてのサプメニュー巧のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様でず。 

演算式は次の通りです。 

Sy - B ぶ lax 

A = -- 

n 

B H - S ( lru ■け一 !^ In ぶぶ ；V 

n - S ( ln . ザ-に 1 が 2 
n ぶ ( lax か - Illnx み 
i { n - l.(\nxf - CDnx )2} {巧么- 
: y-A 

ぶ = e 6 
V = A + Slnx 


左記データを対数回帰して回帰式および相 
関係数をまめる。 

また、回帰式よりス 三 80および y 二73のとき 
( Dyiy の推定値)、ぶい:の推定値)をそれぞれ 
推定する。 


Cm) 


ぶ 

y 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.9 


画^ fiSiiil 度)狂) ( STAT ) 回 (0 FF ) fi 5 iiil 国 ( STAT ) 狂 ) (In X ) 


回国日垃函目回 L 1] 日 
のの团目田の面呂 


度>ぁの曰固因 
回团 CD 回目 
团面目团固 IZl 团目 
团国 [ D 图目 


困画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


STAT 



の 


V 


目 




K …ョ！ lSe.M 

I IB Uy 


STAT 囚 

A 

-111.120397G 


STAT 囚 

己 

34.0201475 
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丽 の (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 因 


义= 8 〇のとさ夕は？ 

面匹 ] 画の (STAT) 回 (Reg) 
回げ)因 


: y =73 のとさぶは？ 

回回画圧 ) {STAT} 回 (Reg) 
狂](ぶ)因 


0.99401394GG 

STAT 田 

日 0 さ 

37.94879482 

STAT 囚 

73 S 

224.1541313 


口 e 指数回帰演算 

因 圧 ] (STAT) の (Type) 回 (e^X) 


: 欠の理論式による回帰を実巧します。 

y = Ae 扫ぶ 


♦ すべてのサブ火ニュー巧のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りでず。 

A = exp ^ln>’-B '。 ） 

fi -Ijclny - 2jc-X lny 
け-乙ぶ2 —似)2 

打.む1が-む.么 Iny 

(Lr)z}{w.lXlny)2_ (l^lny)^} 

, iny- InA 

ぶ =^ B ^ 

夕=^だ化'- 


CD 


义 

y 

6.9 

21.4 

12.9 

15.7 

19.8 

12.1 

26.7 

8.5 

35.1 

5.2 


左記データをだ指数回帰して回帰式および 
相関係数をボめる。 

また、回帰式より X こ16および： y 二20のとき 
の夕かの推定値)、か: e の推定値)をそれぞれ 
推定する。 
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fsHiFf ] [mode] ( t ) 两旧 tat ) の ( OFF ) [mode] in ( STAT ) の心 X ) 

固面目の回 [ D 回因 
田图 CD 面目 
回固 CD 回目 
团回 CD の目 
受の回の曰团因 
の回 CD 回目 
田回 CD の目国 E ] 回目 
回 E ] 回目 


画画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 ( r ) 因 


ス=16のとさ夕は？ 

圧]固画^圧) { STAT } 回 ( Reg ) 
回げ)因 


7=20のとさぶま？ 

回匹]画圧) { STAT } 回 ( Reg ) 

团が)因 


LM 


iJiil 


30.49758743 


-0.04920370831 


-0.997247352 


1が 


13•の日15733 


8.574868047 


口なわ指数回帰演算 

画 ^ 圧 ] (STAT) 丘 ] (Type) 固 (A-B^X) 

: 欠の理論式による回帰を実巧します。 

y =A が 

♦ ずべてのサプ; )< ニュー巧のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 


- 101 - 
















演算式は次の通りです。 

A = exp pny-"lnB.^ ) 

/ n .む1が 一 む -Xlny 

B = 叫 心。2-脚 


_ n .む1が-打 -Xlnv 

み n - ljc ^- ( Lx )2} {打. i ^( lny ) Z - ( Xlny )。} 
, my -InA 

ぶ = — his — 

夕 = A な r 


左記データを口わ指数回帰して回帰式およ 
び相関係数をまめる。 

また、回帰式よりぶ二15および; y 二 1.02 の 
ときのでかの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 

画^ 極!)度)应] { STAT ) 回 ( OFF ) 啞 D 固 ( STAT ) 固 ( A * B ^ X ) 


Cm) 


义 

ツ 

-1 

0.24 

3 

4 

5 

16.2 

10 

513 


回山日凹目回白 
田の目 


@お凹 Ll ) 回国日 LU 日 
の国 E ] 回目回の团呂 


困画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


iJj 

の 


STAT 

i 

Si 


STAT 田 

A 

0.40006664 

STAT 囚 

E 

2.007499344 
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丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( r ) 因 


ス=15のとさ夕は？ 

圧]回画^圧) { STAT } 回 ( Reg ) 
回げ)因 


>/= 1.02 のときぶは？ 

圧]曰匹]回@圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) 店)(刮目 


0.9999873552 

STAT 田 

1日； 

1G944. 22002 

STAT 囚 

1.02 S 

1.055357065 


ロベを乗回帰演算 

@ の ( STAT ) CD ( Type ) 回 ( A - X ^ B ) 


次の理論式による回帰を実行しまず。 

： y=A が 

♦ ずべてのサブメニュー巧のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

Zlnv - B. 过 nx 
n 

B _ リぶ Inrlny - Slax Slny 

巧ぶ In ぶ ) 2 - (Xlru ) 2 

ド _ n ■Ziiucln^ -乙 Inx.Elny 

イ n.lXliix)2 -( 乙 lrL\:)2}{,i ぶ In が一のりが } 

In 、' -In A 



夕 = Ax ^ 

Cm) 

左記データをべさ柔回帰して回帰式および 
相関係数をボめる。 

また、回帰式よりぶ-40および; y 二1000の 
ときのでかの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 
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义 

V 

28 

2410 

30 

3033 

33 

3895 

35 

4491 

38 

5717 




















画 @ 受应] ( STAT ) 回 ( OFF ) 画!)团 ( STAT ) 回 ( A « X ^ B ) 


回面日曲函目固凹日 
团回目国国目 


度)を)回狂)の匹]因 
团の团图目 
回国图回目 
田田图の目 
回回口因目 


回画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 ( r ) 因 


义= 4 〇のとさ夕は？ 

因]匹]画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回げ)因 


; y =1000 のとをぶは？ 

圧]匹]匹]匹)画圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) 狂) (ぶ) 目 


STAT 田 

r 語 I ji 


0.2388010685 


2.771866158 


0.99890G2551 

STAT 囚 

4お 

G587.G74583 

1000 ? 

20.26225601 



口逆数回帰演算_ 

因 圧] ( STAT ) 圧] ( Type ) 图 ( 1 / X ) 

次の理論式による回帰を実行しまず。 

y = A + 晏 

♦ ずべてのサプ;ニュー巧のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様でず。 
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演算式は次の通りです。 
A _ み- B - む-1 
n 

8=兴 

Sxx 

Sxy 

r= - 

如 XT. み y 

化^ =艺が)2- 



な y = 乙(ぶ-|け-^ 


x = 


B 

口 



左記データを逆数回帰して回帰式および相 
関係数を求める。 

また、回帰式よりぶ二 3.5 および y 三15のと 
さのが； y の推を値)、 i ( x の推定値)をそれぞ 
れ推定する。 


画@ 度)狂) { STAT ) 回 { OFF )@ 固 ( STAT ) 面 {1/ X ) 

の CD の目回 E ] 田目 
回 CD 图目团目 
の□国目 


度)を)の面曰团因 
图 CD 囚目固 E ] 面目 
の〇]图目の〇]の呂 




STAT 囚 

り I K y | Vs 

胃 I 叫一 



Cm) 


ぶ 

y 

1.1 

18.3 

2.1 

9.7 

2.9 

6.8 

4.0 

4.9 

4.9 

4.1 
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困画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 ( r ) 因 


J -3. 5 のとさがホ？ 

固曰回画^圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) 回げ)目 

. V 二15のときぶは？ 

圧]回画圧) { STAT } 回 ( Reg ) 
dK ぶ)因 


A 

-0.093440G1817 

STAT 田 

E 

20.26709711 


0.999852G953 

STAT 田 

3■ 日； 

5.G 97158557 

STAT 囚 

做 

1.342775150 
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進計算 


(BASE-I 


2進、8進、10進、16進数を用いた四則演算、負数計算、論理演算び 
実行でさます。 

本節での計算を行う隙には、計算モード (15 ぺージ参照)と 
して BASE - N モード（@团）を選択してください。 


■ « 進計算の概要 

□畐数の設定について 

2進、8進、10進、16進のいずれかを、計算の基数として選択できま 
す。基数の設定には次の鲁キーを使いまず。 

♦ 本節では鲁キーち上の緑色の文字でキーを表記します。 


DEC HEX 巳 IN 

凹凶励 


OCT 

励 


キー 

選択される薑数 

画面上の甚数表示 

画 

10進 

Dec 

画 

16進 

Hex 

画） 

2進 

Bin 

画 

8進 

Oct 


123 

Bin 

日日日日日日日日日日日日日日日日 


—基数設定表示 


♦ 日 ASE - N モー问こ入った時点では、前回の設定にかかわらず、 
基数は10進に設定されます。 


数値の入力と計算例 

BASE - N モードでは、現在の基数設定に従って数値が入力されま 
す。 


(例 0 2進法で12+12を計算する 


的剛山旧山日 


Bin 

日日日日日日日日日日日日日日1日 
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(MD 8 進法で 78+18 を計算する 


画励回曲の呂 


7+1 


Oct 

00000000010 


♦有効でない数値入力(基数設定で2進を選択している状態で 
の2の入力など）は、 Syn ね X ERROR となります。 

♦ BASE-N モードでは、ル数や指数部の入力はできません。ま 
た、演算結果び小数となる場合は、小数部は切り捨てられま 
す。 

16 進法での数値の入力と計算例 

16進法で数値を入力ずる隙に必要な A，B，C，D，E，F は、次の鲁 
キーで 入力します。 

rAn rBn r む rD 

(?-)| h ，，| 耐 Isinl 

r^n16 進まで 1F16+116 を計算する 



1 F +1 

A 

画画の因西の因 

He 王 



00000020 


( cos ) 圆 


計算結果を M 進法で表示するには 

計算結果は、常に現在の基数設定に従って表示されまず。このた 
め、基数設定を変更することで、現在表示されている計算結果を 
2進、8進、10進、16進の間で切り誓无ることびでさます。 

dD 10進数の3010を2進、8進、16進に変換する 


画凹の呂 


画) 


画 


30 




30 

Bin 

日日日日日日日日日日日1111日 


30 


Oct 

00000000036 
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画 

3 白 

▲ 

He 王 



000000 1E 


口 《 進計算 メニューについて 

BASE - N モードの選択時には、 U 進計算メニューが利用可能で 
す。/7進計算;ニューは、画因团 ( BASE ) を巧すと表おされます。 
画面は次の2画面びあり、度)または®を巧して切り誓えます。 


▼ 


A 

1: and 2: or 


l：d 2:h 

Ssxor 4sxnor 


3:b 4:0 

5:Not 6sNe3 







1 画面目 2画面目 


1 画面目は、論理演算デの入力に使います。 

2 画面目は、入力する数値の基数指定に使います。 
♦使いちについては政降の操作例を参照してください。 

口 演算の有効範囲に ついて 

基数に応じて、次の範囲での演算が巧能です。 


甚数 

有効節囲 

2 進 

正 

負 

0000000000000000 含 JS01 11111111111111 

1000000000000000 皇 JC 窒1111111111111111 

8 進 

正 

負 

00000000000 7777777777 

20000000000^ x 537777777777 

10 進 

-2147483648^ x ^2147483647 

16進 

正： 00000000皇 JC 皇 7 FFFFFFF 

負： 80000000查 JC 查 FFFFFFFF 


♦ 2進数の場合のみ、演算できる範囲び狭くなりまず (2 進数の 
場合は16ビット、その他の場合は32ビット)。 

♦ 計算結果び上記の有効範囲を超えた場合は 、 Math ERROR と 
なります。 
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■入力時の基数指定 

BASE - N モードでは、現在の基数設定とは無関納こ、数値の入力 
時に個別に基数を指定することを巧能です。 


口入力時に基数を指定ずるには 

円進計算方ニュー（109ぺージ)の2画面目を使いまず。 

例えば10進数で3を入力するには、次のよラに操作します。 

呵 fiil 网の ( BASE ) I 

受)田州团_ I 

巧に続く数値び10進数であることを表ず 

口数値ごとに甚数を指定した計算例 

r^n 5 io +5 i 抑計算結果を2進数で得る 

网 画)画回 ( BASE ) 

@圧1州回西 
画团 ( BASE ) 

受)固 ( h ) 回因 

♦計算結鼎ん常に現在の基数設赶こ従って表示されます。 

■負数計算および論理演算 

負数計算および論理演算び実行可能でず。 

♦ 2進、8進、16進では、負数は2進数表記で2の補数をとった数値 
を、元の n 進表記に戻して使います。 

10進では、負数には負符号を表示します。 

♦ 本節での例題は、すべて基数設定を2進にした場合で説明し 
ます。 

口論理積 ( and ) 

ビットごとの論理積をとった結果を返します。 

CW ) 10102 and 11002 二 10002 

圧)匹)圧)面!画回 ( BASE ) 

圧) ( and ) のの匹)匹)目 


1日1日 andll 日日 

Bin 

日日日日日日日日日日日日1日日日 


d 已 + h 已 

Bin 

日日日日日日日日日日日日1日1日 
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口論理和 ( or ) 

ビットごとの i 爵理和をとった結果を返します。 

( 例つ10112 0「110102二110112 

圧)匹)圧)圧]画团 ( BASE ) 

回い 「) ののののの目 

口排他的論理和 ( xor ) 

ビットごとの排他的論理和をとった結果を返します。 
( 例つ 10102 xoM 1002二1102 

圧)匹)圧)面!画回 ( BASE ) 

团 ( xor ) 圧)圧)匹)匹]目 


口排他的論理和の否定 ( xnor ) 

ビットごとの排他的論理和の否定をとった結果を返しまず。 
( 例つ 11112 xnoM 012 二 111111111111012 

圧)圧)圧)圧!画回 ( BASE ) 

因] ( xnor ) の匹)の目 


llllinor-l 日 1 

Bin 

111111111111日1日1 


101010 rll00 

Bin 

日日日日日日日日日日日日日11日 


1 日 llor-11 日 1 日 

Bin 

日日日日日日日日日日日11日11 


口否定 ( Not ) 

ビット反転した結果を返します。 

( 例つ Not (10102) ^11111111111101012 

画团 ( BASE ) 

回 ( Not ) 圧)匹)圧)匹)囚因 


口負数 ( Neg ) 

2 のお数をとった結果を返しまず。 

( 例つ Neg ( l0110l2 ) ^11111111110100112 

厕 团 ( BASE ) 固 ( Neg ) 

のののの函の回目 


Heg(l 日 11 日 1) 

Bin 

1111111111日1日日11 


化 tCl 日1日） 

Bin 

111111111111日1日1 
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方程ぶ計算 （ EQN ) 


本節での計算を行う隙には、計算モード (15 ぺージ参職と 
して EQN モード（極 i ) 回）を選択してください。 


■ 方程式計算の概要(操作の流れ) 


はじめに、本機を使った方程式計算の大まかな操作の流れを説 
巧しまず。ここでは、次の2元連立1次ち程式の解を巧める場合 
で、操作手順を例示しまず。 

表示形式は r 自然表示」に設定します。 

X +0.5 Y 二3 
2 X +3 Y こ4 

1. @ 回 （ EQN ) を巧しまず。 

• 次のよラな EQN タイプ選択画面び 初期表示されます。 


1: anIK+bnV=Cn 
2: anIK+bnV+CnZ=dn 
3sa が +b ： K+ 亡=曰 
4 ： aK3+bK£+cK+d=0 


この画面では、方程式計算のタイプを選巧でをまず。 

2. ここでは圧 KanX + bnY - Cn ) 封甲して、2元連立1次方程式を 


選択します。 


• 次のよラな 係数エディタ画面び 表示されます。 


A 


この画面では、ち程式の係数を入力することがでさます。 

3. 方程式の係数を入力します。 

の目四 E ] 回目回目回目回目团目 


I X +0.5 Y 二3 
I 2 X +3 Y 二4 
の連立方程式を表す 
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4. 解を表示するには、因を巧します。 

• X の解び表示されます ( EQN 解画面)。 

囚 MathT ' 

x= 

7 

_ 2 

• 度) または®を巧すことで、 X の解と Y の解の間で表示を切 
り替えることびでさまず。 


Y= 


♦ 解の表示中に固を巧すと係数エディタ画面に戻ります。 

♦ 手順4で目を巧して X の觸を表示した樓、再度目を巧して 
ち、 Y の解を表示で走まず。また、 Y の解の表お中に呂を巧す 
と、係数エディタ画面に戻りまず。 


■方程式計算のタイプについて 

本磯では次のタイプの方程式計算が巧能でず。 


キー 

選択画面表示 

方程式タイプ 

圧） 

SnX + bnY = Cn 

2 元連立 1 次方程式 

回 

SnX + bpiY + CnZ = dn 

3 元連立 1 次方程式 

回 

aX 2 + bX + c = 0 

2 次方程式 

a 

aX 3 + bX 2 + cX + d = 0 

3 次ち程式 


♦ 選択したいタイプに巧応ずるキー（田〜面）を巧します。 

口方糧式計算のタイプを切り替えるには 

EQN モードの和用中に方程式のタイプを変更したい場合は、 
陋固回 （ EQN ) を巧して EQN モードに入り直しすことで 、 EQN 
タイプ選択画面を表示します。この操作を行ラと、係数エディタ 
画面に入力されていた値はずべてク U アされます。 
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■係数の入力について 

方程式の係数の入力には、係数エディタを使います。係数エディ 
夕画面には、選択されてレるち程式のタイプに応じて、必要なだ 
けの入カエリア(セル)び表示されます。 


2元連立1次ち程式 3元連立1次ち程式 


口係数を入力/編集ずるには 

♦入力は、現在カーソルが表示されているセルにがして巧ラこ 
とがでをます。 

♦ 3元連立1次ち程式および3次ち程式を選択した場合、係数エ 
ディタ画面を表示した時点では d の列は見えませんび、カー 
ソルで移動することがでさます。 

♦ ライン表示選択時の COMP モードでの入力と同じ要領で、数 
値や式の入力を行いまず。入力中の数値や式は、係数エディ 
夕画面下部の r 詳細情報エ I 」ア」に左詰めで表示されます。 

♦ 入力の途中(数値や式び詳細情報エ I 」アに左詰めで表示され 
ている状態)で固を押すと、入力中の内容びク U アされま 
ず。 

♦ 入力中の内容を確定するには、呂を巧します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値が表示されまず(最大6お)。計 
算式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 

♦入力済みの数値や式を変更するには、カーソルキーを使って 
蜜更したいセルにカーソルを移動し、 入力 し直します。 

口ずべての係数を0に戻ずには 

入力の途中(詳細情報エ I 」アに数値びち詰めで表示されている 

状態)で固を巧すと、すべての係数び0に I 」セツトされます。 



2 次方程式 



3次ち程式 
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口入力に関ずるごま意 

係数 エディ タ 11® での注意点は、 STAT エディ タ Si® の場合とほ 
ぼ同様でず。85ページの r 入力に関するご注意」の®、這)を参照 
して < ださい。 

■解の表示について 

係数エディタ画面で係数の入力を確定したが態(詳細情報ェ I 」 
アに数値びち詰めで表示されている状態)で因を巧すと、ち程 
式の解が表示されまず。 


回 Math? 

Xi= 


囚 Math A 

X2= 

-1+1.4142135621 


-1-1.4142135621 


稱の表示画面例 


♦ 解の表示中は、因を巧ずごとに次の解の表示に切り誓わり 
まず。最後の解び表おされた後で呂を巧すと、係数エディタ 
画面に戻ります。 

♦連立1次ち程式の場合は、度)または®を巧すことで、 X ， Y (お 
よび Z ) の解の間で表示を切り替えることびでさます。 

♦ 2次または3次方程式で、複数の解びある場合は、®または 
み封甲ずことで、 X1 , X2 , X3( 解の個数は方程式による)の間 
で表示を切り替えることびでさまず。 

♦ 解の表示中に固を巧すと、係数エディタ画面に戻ります。 

♦ 解の表示お式は、セットアップの r 表示形式設定 J と r 複素数表 
示設赴に従いまず。 

♦ 方程式の解表示中は、 ENG 表示蜜換磯能は使えません。 
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■方程式計算の例題 


( mT ) I 

[mathi 


X +2 Y 二3 
2 X +3 Y -4 を解く 


应 D 回 ( EQN ) 


圧) { anX + bnY = Cn ) 


の目凹白国目 
回因团目团目 


因 


1: anIK+bnV=Cn 
2: anIK+bnV+CnZ=dn 
3sa が +b ： K+ 亡=曰 
4 ： aK3+bK£+cK+d=0 




田 Math 

b D c D1 


己 L a 3 


W ] 


x= 


Y= 


(MD X 2+2 X +3 二 0 を解く 

[mathi 

@ 回 ( EQN ) 


团 ( aX 2 + bX + c =0) 


の目回日团目 


1: anIK+bnV=Cn 
2: anIK+bnV+CnZ=dn 

3saX£+bX+ 亡=百 

4 ： aK3+bK£+cK+d=0 




Math 




曰 


囚 Math 



古 
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囚 MathT 


(MD 


[^ th ] 


因 


因 

X-Y+Z こ 2 
X+Y- 之二 0 
-X+Y+Z こ 4 を解く 

@ 回 ( EQN ) 


Xl= 

-l+1.4142135G2i 

囚 Math ▲ 

X2= 

-1-1.4142135621 


1: anIK+bnV=Cn 
2: anIK+bnV+CnZ=dn 
3sa が +b ： K+ 亡 = 曰 
4 ： aK3+bK£+cK+d=0 


I 2 I (SnX+bnY+CnZ=dn) 





田丘のの 
呂因回因 
田の因の 
回因の因 
因回因の 
田の 
回 
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(W 4 ) X 3 - 2 X 2 -X+ 2 二 0 を解く 

[mathi 

@ 回 ( EQN ) 


应 ]( aX 3+ bX 2+ cX + d =0) 


の呂回四日 
回の呂回目 


因 


(3) 


受 


1: anIK+bnV=Cn 
2: anIK+bnV+CnZ=dn 
3sa が +b ： K+ 亡=曰 
4 ： aK3+bK£+cK+d=0 




Math 

C 

D 


曰 



2 


囚 MathT 

Xl= 


X 2 = 


の 



MathTA 



囚 Math A 

X3= 


(MD X 2 - 4 X+ 4 二 0 を解く 

I math] 

因 回 ( EQN ) 回 ( aX 2 + bX + c =0} 


の呂回田呂函目 


囚 Math 
b D C D] 


因 


x= 
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関数式か 6 の数値テーブル生ぶ 


本節での計算を行う際には、計算モード (15 ぺージ参照)と 
して TAB にモード回）を選巧してください。 


■数値テーブル生成の概要(操作の流れ） 

ここでは、次の関数式と、； C の開始値/終了値/ステップ値指定 
に基づく数値テーブルを生成ずる場合で、操作手順を例示しま 
ず。 


関数式 

:か)=が+去 

:1 

開始値 

終了値 
ステップ値 

: 5 

:1 


♦ 次の操作手順は、セットアップの表おお式設定 (16 ぺージ)び 
「ライン表示」の場合で説明します。 

1. 極 D 固 （ TABLE ) を巧しまず。 

• 次のよラな関数式エディタ画面び初期表示されます。 


じけ)=1 一 _ I 

この画面では、数値テープル生成の元となる関数式を入力 
します。 


2 .関数式を入力します。 

• 次のよラに入力します。 

画)囚が)固の圧)图回 

f(X)=X2+lj2l 
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3. 関数式を確定するには、因を巧します。 

• 開始値の指定画面び表示されます。 

現在指定されている開始値 
(初期値： 1) び表おされる 

•現在指定されてし、る開始値と今回指定したい開始値び異な 
る場合は、開始値 田 を入力します。 

4. 関始値を確定するには、因を巧します。 

• 終了値の指定画面び表示されます。 

現在指定されている終了値 
(初期値: 5) び表おされる 

• 開始値の場合と同様、必要に応じて数值を入力します。 

5. 終了値を確定するには、因を巧します。 

• ステップ値の指定画面び表示されます。 

現在指定されてし、るステップ値 
(初期値： 1) び表おされる 

• 開始値の場合と同様、必要に応じて数値を入力します。 

6. ステップ値を確定するには、日を押します。 

• 入力した関数式と指定した開始値/終了値/ステップ値に 
基づく数値テーブルび、 数値テーブル 画面に表示されまず。 

i|-h 

• 数値テースレ画面で画を巧すと、関数式エディタ画面に戻 
りまず。 
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■ 関数式の登録と X 値の指定について 
口登録び可能な関数式について 

TABLE モードの関数式エディタ画面では、基本的に COMP モー 
ド時と同様に、 数値や演算子、関数、定数、変数などの入力操作び 
可能でず。ただし、次の制限びあります。 

♦ 変数^モ U — X を除く各変数^モ U — ( A ， B ， C , D ， Y ) および 
独ご^モ U -( M ) は、すべて数値(メモリー内に現在格納され 
ている数値)として破われます。 

♦関数式における変数としては、変数メモリー X のみが使用巧 
能です。他の蜜数メモリーおよび独立メモ U —は、関数式に 
おける蜜数としては使用でをません。 

♦ 微分(ぶム)、積分（い、座標変換 ( Pol ， Rec )、 I ： 計算の各関数 
は入力でさません。 

♦ 次の機能は利用でさません。 

• I 」プレイ機能 
• カルク機能 
• ソルブ機能 

• マルチステートメントの入力 
•晒，画^陌 （ M -) キーの操作 
• 変数メモ I 」 一への 数値登録操作 ( STO ) 

口ぶ値の指定について 

数値テーブルを作成ずる隙に使われる xf 直の開始値 ( S ねけ)、終了 
値 ( End )、 およびステップ値ほ tep ) を指定することびできます。 
それぞれの数値の指定は、関数式エディタ画面で呂を巧すと順 
次表おされる入力画面を使って巧います。 

♦ 入力は、常にライン表示お式で巧います。 

• 開始値、終了値、およびステップ値として、数値や計算式(結果 
び数値となるよラな計算式)を入力することび巧能です。 
♦開始値よりもルさい終了値を指定した場合はエラーとなり、 
数値テープルは生成されません。 

♦指定巧能なぶの値(開始値/終了値/ステップ値)は、結果と 
して作成される数値テーブルにおける Jd 直び30個な巧となる 
よラな値です。直び30個を超えるよラな条件を指定して数 
値テーブルの作成を実行ずると、エラーとなります。 
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♦ 入力した関数式、および; C 値の指定条件などにより、数値テー 
ブルの作成に時間びかかる場合があります。 

♦数値テープルを作成する際に、変数メモリーXの値は書さ換 
えられてしまいますので、ご注意ください。 


口登録した関数式と： d 直の保持について 

TABLE モードで登録した関数式と d 直欄始値/終了値/ステッ 

プ値)び保持/クI」ァされる条件は、次の通りです。 

♦ TABLE モードから出た場合は、関数式と; d 直はすべてクI」ァ 
されます。 TABLE モードで陋因固 （TABL 口を巧して、 TABLE 
モードに入り直した場合ち)、すべてク U ァされます。 

♦ TABLE モードで本機の電源を切った場合は、再度電源を入れ 
ると関数式エディタ画面び表示されます。このと走、電源を 
切る前に登録されていた関数式は消去されます。; C 値はな持 
されています。 

♦ TABLE モードでセットアップの表示あ式設定(自然表示形式 
またはライン表示形式の設定)を変更すると、登録されてい 
た関数式はクI」アされます。 


■数値テーブル画面について 

数値テープル画面には、指定した開始値/終了値/ステップ値 
から計算されたX値と、その； C 値を登録した関数式 fix ) に代入し 
て得られた/ (X) 値の一覧び表示されます。 



♦数値テーブル画面では、鲁要素の数値を表おすることびでさ 
るだけです。編集を巧ラことはでさません。 

♦数値テーブル画面で画を押すと、関数式エディタ画面に戻 
0ます。 
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本節では、本機の計算機としての性能や精度、エラーび発生した 
場合の考えられる原因と対姐ちまについて説明します。 

■計算の優先順位 

本機では、入力した式が次の優先順位に従って計算び実行され 
ます。 

♦ 基本的に左からちへと計算び実巧されます。 

♦カッコび使巧された場合、カッコ内の計算び最優先されま 
す。 

♦個別の演算命令ごとの優先順位は、次の通りです。 


順位 

演算命ちの種類 

該当記号と解説 

の 

カツコ付を関数 

Pol (, Rec ( 

J (，ぶみ(，巧 

P し Q し R ( 

sin し cos し tan し sin ~'(, cos ~'(, 
tan - i (, sinh (, cosh し tanh し 
smh - i (, cosh - i (, tanh ~'( 
log し In (，がい〇*(，_^し3厂（ 
arg (, Abs し Conjg ( 

Not (, Neg ( 

Rnd ( 

③ 

渡置関数、ベさ乗、 

v2 v 3 v-1 vl o , " O r g A/ 

11 J ん, 1)71 い 


べき乗根 

X い 


正規分布 



パーセント 

% 

③ 

分数 

みし' 

④ 

前置記号 

(-) 煩符号） 

d , h , b , 0 (n 進記号） 

⑥ 

統計の推定値計算 

も; y ， も，お 

⑥ 

順列、組合せ 

打 P ド, nCr 


複素極お式シンボル 

Z 
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順位 

演算命をの種類 

該当記号と解説 

③ 

乗除算 
乗算省略 

乂，与 

n , e , 変数メモリーの直前の乗 
算省略に打， 5 A , 肝 A ， 2化!;ど）、 
カツコ付さ関数直前の乗算省 
略 (2 厂(3)， Asin (30) など） 

霞 

加減算 

+， 一 

CD 

論理積 

and 

⑩ 

論理和、排他的論理 
租、排他的論理和の 
否定 

or , xor , xnor 


ヒント 

♦負数を使った計算では、負数にカツコを付ける必要がある場 
合があります。例えば r -2 の2勤を計算したい場合は、質後置 
関数 X 2 の優先順位び®前置記号である負符号 (-) よりち優先 
順位び高いため、"(-2) 2 "と入力ずることが必要です。 

回回固曰 -22 二^ 

区!回回の固曰 （-2)2^4 

♦乗除算と乗算省略は同じ優先順位③なので、計算式は、左か 
ら順に計算されます。このため、カツコを付けることで計算 
結果び蜜わります。 

の固回田曰 1 ■^2/— -^1 

圧]固区]回回囚曰 1 -^(2/)-—^/ 
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■ スタック数の制限について 

本機には優先順位のおし)計算数値や計算命令爛数など)を一時 
的に記憶する r スタック」と呼ばれるメモ U - があります。数値 
用のスタックは10段、命令用のスタックは24段まで使用でき 
ます。数値用、命令用のスタックは、それぞれ次のよラに数えま 
す。 

2 x ((3 + 4 x (5 + 4)-3)^5) + 8 = 

① I I I ② I ③ I I ④ I @ 

圧!图图团固固回 


数値用スタック 命令用スタック 


① 

2 

② 

3 

③ 

4 

④ 

5 

⑤ 

4 




の 

X 

回 

{ 

团 

( 

团 

+ 

固 

X 

固 

( 

の 

+ 




スタック数を超えて計算式を入力し、計算を実行しよラとする 
と、スタックエラー府 ack ERROR ) となり、計算結果を得るこ 
とはでさません。 

ロモードに応じた特殊なスタックの数え方につい 
て 

♦ CMPLX モードでは、入力した数値び実数、複素数のいずれの 
場合でを、1つの数値で2つの数値用スタックを使用します。 
このため、 CMPLX モードでの数値用スタックは、見かけ上は 
5段となります。 
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■演算範囲•演算が数•精度について 


実行する計算に応じて、本機の演算範囲、内部演算お数、精度は 
次の通りです。 

演算範囲と精度 


演算節囲 

±1 X 10- の〜 ±9.999999999 X 1099 および0 

内部演算お数 

15析 

精度 

原則として1回の計算につき10お目の誤差 
び±1となります。指数で表示する場合には 
誤差は表おされている仮数表示の最下位お 
において±1となります。連続して計算を 
巧った場合は、この誤差び累積されます。 


関数計算時の入力範囲と精度 


関数 

入力節画 

sin 义 

DEG 

〇宣 I ぶ I <9 x 109 

RAD 

0^ |x| <157079632.7 

GRA 

0^ |x| <1x10" 

cos 义 

DEG 

〇宣 内 <9 x 109 

RAD 

0^ |x| <157079632.7 

GRA 

0^ |x| <1x10" 

tan J 

DEG 

sinx と同様、ただし、 片 | = 口 n- 1 )x 9 0 を除 
< 

RAD 

sin J と同徐ただし、片= {2n-^ 、乂 K! 艺を 
除< 

GRA 

sin X と同様、ただし、片|= ( 2 打- 1 ) >< 1 〇〇 を 
除 < 

sin-i ス 

〇宣 W 宣 1 

cos-，J 

tarr 1 ^ 

0 量 I ぶ I 宣 9.999999999 X109 白 

sinh ぶ 

〇宣 W ^230.2585092 

cosh X 
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関数 

入力範囲 

sinh-ij 

〇宣 w 宣4.999999999 X109 白 

cosh-i ス 

1宣 JC 皇4.999999999 X1099 

ね nh X 

〇宣 W 宣9.999999999><1〇99 

tanh-i ス 

〇宣 W ^9.999999999x10-' 

loa 义 /In ぶ 

0く JC 皇9.999999999 X1099 

1〇1 

-9.999999999 X1〇の呈 j 呈99.99999999 

どて 

-9.999999999 X1〇の宣 j 宣230.2585092 

も 

〇宣 ス <1 X 10100 

が 

片く 1X 10己。 

1な 

|x|< 1X 10™：x#0 

3 も 

|x|< 1x 10，m 

x \ 

〇宣 jc 宣 69 Oc: 整数） 

nPr 

〇宣 n < 1 X1 〇1〇, O^r^n (n.r: 整数） 

1 呈 {n!/ (打一け!} く 1x10™ 

nOr 

〇皇 n く1X1〇1〇, 〇皇 r 皇な（化 r :整数） 

1宣円か！ く1X10,00または1宣加(円-り！ く1X10,00 

Pol (义; y) 

H，W 宣9.999999999 X109 白 

巧叮^ 呈9.999999999 X1099 

Rec (け） 

0宣 r 宣9.999999999 X 1099 

か siruc と同じ 

- 

I幻しわ, C < 1 X 10，m 

〇皇わ, C 

|x| < 1 X 1〇1。〇 

60進数表示は0。0'矿宣内宣9999999。59'59" 

A が） 

ス> 0: _1 X 10100 cylo が < 100 

ぶ = 0:;y > 0 

x<0\y = n, 。巧, (m, n :整数） 

ソ 2n+^ 

ただし、-、 X 10"o<;ylog|jc| < 100 
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関数 

入力範囲 

X 巧 

^>0 :ス 丰 0,-1 X 10，m く 1 な 1 〇 9>’<100 

y =0: ぶ >0 

y <0 \x = 2 n + ^ , じけ +’1 (m 幸 0; w, 打： 整数） 

ただし、-、 X 1 〇 1。。< 1 な loglyl く 100 

(3 ゎ ん 

整数•分子‘分母の合計が10お似内(ただし、区 
切り マークを 含む） 


♦演算は、基本的には「演算寵囲と精凰でおした精度で行われ 
ます。 

♦ A が')， J かか nPr , 口ななど内部で連続演算を行うタイ 
プの関数では、内部での1回の計算ごとに発生した誤差び累 
積されることびあります。 

♦ 関数の特異点や蜜な点の近傍で、誤差び累積されて大をくな 
ることびあじます。 

■ エラーメッセージについて 

本機の限界を超える演算を実行しよラとしたり、不適切な入力 
を行ったりすると、エラーメッセージが表示されます。エラーの 
発生原因に応じて 、" Math ERROR " や " Stack ERROR " など数種 
類のエラー方ッセージびあります。 



エラーメッセージ例 


ロ エラーメッセー ジ への 対処 

どのエラーメッセージび表示された場合でち、基本的に同じ方 
法で対処でをます。次のキー操作び有効です。 

♦ 角) または®を巧ずとエラーメッセージが表示される前に 
入力した計算式の編集状態に戻ります。このとさ、力ーソル 
びエラー巧置に移動します (24 ページの r エラー位置表示に 
ついて」を養照)。 
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♦固を巧ずと、エラーメッセージび表示される前に入力した 
計算式をクリアします。計算式をはじめから入力し直す場合 
は、この操作を巧ってください(エラーが発生した計算式は、 
計算履歴には残りませんので、ご注意ください)。 

ロエラーメッセージー覧 

ここでは、状況に応じて表示される個別のエラーメッセージの 
意昧と、対処ちまを示します。対処に際し口ま、はじめにェラー 
メ ッセージ画面で 角) または ( g ) を押して < ださい。 


メッセージ ： Math ERROR 


エラー內容 

対処 

• 計算の途中経過または結果 
び演算節囲を超えている。 

• 入力巧能な数値範囲を超え 
た入力を行った(特に関数 
の使用時に注意び必要)。 
•数学的な誤り （0 による除算 
など)び行われた。 

•入力した数値を確認し、巧 
数を減らして計算し直ず。 

•独立メモ U —や変数メモ 
リーを関数の引数として 
使っている場合、^モリー 
内の数値びその関数で使用 
可能な範囲内かを確認す 
る。 


♦ 入力可能な数値寵囲については、 r 演算範囲-演算衍数•精度に 
ついて」 （1 26ぺージ）を参照してください。 


メッセージ ： stack ERROR 


エラー內容 

巧の 

•数値用スタック、帯令用ス 
タックを超える計算式び実 
巧された。 

•計算式を簡略化して、使用 
可能なスタックの範囲巧に 
納める。 

• 計算式を2つ(上に分けて、 
使用可能なスタックの範囲 
内に納める。 


♦使用可能なスタックの節囲については r スタック数の制限に 
ついて」 （1 25ぺージ)を参照してください。 
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メッセージ： Syntax ERROR 


エラー 内容 

対処 

•計算式の書式に誤りがあ 
る。 

•書式の誤りを確認し、計算 
式を訂正する。 


メッセージ： Argument ERROR 


エラー 内容 

対処 

•引数の使い方に誤りがあ 
る。 

•引数の使いちを確認し、計 
算式を訂正する。 

メッセージ： Variable ERROR 

ソルプ機能 (52 ページ)利用時に特有のエラーです。 

エラー 内容 

対処 

•ホ解対象び未指定で、かつ 
入力した方程式に蜜数 X び 
含まれていなし、。 

• ホ觸対象として指定した変 
数び入力した方程式に含ま 
れてし'!ない。 

•ホ解対象び未指定の場合 
は、変数 X を含む方程式を入 
力する。 

• 方程式に含まれている変数 
をま解対象として指定す 
る。 

メッセージ： Can’t Solve 

ソルプ機能 (52 ページ)利用時に特有のエラーです。 

エラー 内容 

対処 

•解をホめることびできな 
かつた。 

•入力した方程式に誤りがな 
いか確認ずる。 

•ホ解対象の蜜数の値を、解 
に近いと思われる値を入力 
して実行してみる。 
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メッセージ ： Insufficient MEM 


エラー内容 

巧化 

• 計算を実行ずるための演算 
メモ U —が不足している 
( TABLE モードで発生する 
ことびあります)。 

• テープル計算における開始 
値/終了值/ステップ値を 
調整して、計算の実行寵囲 
を狭くずる訂正を巧い、再 
度実わしてみ■る。 


メッセージ ： Time Out 


エラー内容 

巧の 

•微分/積分計算にて、解び 
終了架件を満たしていな 
い。 

• to / 値を現在の値より大さく 
することで、ホ解条件を禮 
めて試してみる（このとさ、 
ま解精度は落ちます)。 


■故障かなと思ラ前に… 

もし計算中にエラーび発生したり、計算結果びおかしし、場合、下 
記の操作を順番にお試しください。操作を行う前に、大切なデー 
夕は事前にノー トなどに書き写してください。 

①計算式び間違っていないか確かめる。 

霞計算を行ラのに必要な正しい計算モードを選巧する。 

③ 上記の操作を行っても正苗に操作できない場合は画キーを 
巧ず。画)キーを巧ずと、計算機の状態び正萬であるかを 
チェックずる。異萬び発見された場合は自動的に計算モード 
や設定を初期状態に戻し、メモ I 」一の内容を消去する。 

④ 画^国 （ CLR ) 圧] ( Setup ) 目 ( Yes ) と巧して、すベてのモー 
ドや設定を初期状態にする。 
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本節では、本機の電源および電池交換について説明します。 


■電源および電池交換 

fx-370ES 

電源には、単4電池を1個使巧しています。 

fx-912ES 

電源には、太陽電池とボタン電池 ( LR 44) の2電源を使った TWO 
WAY POWER システムを採用しています。使用する場所の照度 
に制限のある太陽電池のみの関数電卓とは異なり、表示内容び 
確認でさる明るささえあれば使ラことびでをます。 


•電池使用上のごま意 

電池の使いちを誤ると電池の液われで製品び腐食したり、電池 
び破裂ずることびあります。 



次のことを必ずお守0 < ださし、。 


A この表示を無視して誤った取り振いをすると、 
人び傷害を負ラ可能性が想定される内容およ 
:び物的損害のみの発生が想定される内容をお 
しています。 

電池について 

♦本機で使用している電池を取り外した場合は、誤って 
電池を飲むことびないよラにしてください。特にルさ 
なお子様にご注意ください。 

♦ 電池はルさなお子様の手の届かない所へ置いて<ださ 
し、。万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
ネ目談してください。 
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♦ 電池は、充電や分解、ショートする恐れのあることはし 
ないでください。また、加熱したり、火の中へ投入した 
りしなレで < ださし、。 

♦電池は使いちを誤ると液われによる周囲の巧損や、破 
裂による火災‘けがの原因となることがあります。次の 
ことは必ずお守りくださし、。 

•極性（©と©の向き）に注意して正しく入れてくだ 
さし、。 

•長期間使用しないとさは、本体から電池を取り出し 
ておいて < ださい。 （ fx -370 ES ) 

• 本機で指定されている電池故外は使用しないで<だ 
さし、。 


口電池の交換 

fx-370ES 

電池び消耗すると、液晶の表示び薄くなってきます。表示び薄く 
なったまま使用を続けると、正苗に動作しなくなることがあり 
ます。表示び薄 < なってをたら、すみやかに電池を交換して < だ 
さい。また正萬に使用でさても、定期的に (2 年に1度)電池を交換 
して < ださい。 

ごミま意 

本機から電池を取り外すと、独立メモリーや蜜数メモ U —など 
の内容は消去されます。 

1. 丽1网 ( OFF 促巧して、電源を切り 
ます。 

2. 本体裏面のネジを外して、裏プタを 
取り外します。 

3. 古い電池を取り出しまず。 

4. 新しい電池の表面を乾いた布でよ 
く拭いてから思側と©側を正しく 
入れます。 

5. 畫ブタをネジ留めします。 

6. 网丽1间 （ CLR ) 巧 （ All ) 日 ( Yes ) 

キーを巧して、本機を初期状態に戻 
しまず(必ず、操作してください)。 
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fx-912ES 

ボタン電池が消耗すると、特に暗い所で使用したときに、表示び 
薄くなって見にくくなります。また、励キーを巧したときに、直 
ぐに画面び表示されません。ボタン電池が消耗したままでは、使 
用できません。このような場合は、ボタン電池を交換してくださ 
い。また正苗に使用できても、定期的に (3 年に1戲電池を交換し 
てくださし、。 

ご注意 

本機から電池を取り外すと、独立メモリーや蜜数メモリーなど 
の内容は消去されます。 

1. 画画 ( OFF ) を巧して、電源を切りま 
す。 

誤って画)キーを巧さないよラに、本機 
の八ードケースを本機の前面側にはめ 
込みます。 

2. 本体裏面のネジを外して、電池ブタを 
取り外します。 

3. 古い電池を取り出します。 

4. 新しい電池の表面を乾いた布でよく拭 
いてから西側を上にして入れます。 

5. 電池ブタをネジ留めします。 

6. 画 @ 回 （ CLR ) 回 （ All ) 呂 ( Yes ) 

キーを巧して、本機を初期状態に戻し 
ます(必ず、操作してください)。 

ロオートパワーオフ（自動電源オフ)機能 

操作完了後、約6分で自動的に電源オフになります。計算機を再 
びご使用になるとさには、画)キーを押すと電源オンとなりま 
す。 
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fx-370ES 

電源： 単 4 電池： R 03( UM -4) X 1 個 

電池寿命：約6,000時間(連続演算時） 

約17,000時間(カーソル点滅表示で連続放置) 
消費電力： 0.0002 W 
使用ミ豆度： 0で〜40で 

大きさ•重さ： 幅 80 x 奥行161 X 厚さ 13.7 mm 、110 g 
付属品： ) V ードケース 

fx-912ES 

電源： 太陽電池:本体前面に搭載(固定） 

ボタン電池: G 1 3タイプ tR 44) X 1個 

電池寿命：約3年 (1 曰に1時間使用した場合） 

使用ミ届度： 0で〜40で 

大きさ•重さ： 幅 80 X 奥行161 X 厚さ 12.2 mm 、105 g 
付属品：/ V ードケース 
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な用例題 


■±木•測量 

( S ) (王角比 I ) 

下図において A 地点から B 地点の距離 ( C ) と角 B (がびわ 
かっているとき、 A - C 間の距離 ( b ) と B - C 間の距離 ( a ) 
は？ 



<：化6=子&展開して'3 =。。。3 6 


[line 11 Deg I 


( b=lOXsin 60 を求める） 

のの励固のの目 


(a = 10 XCOS 60をホめる） 

田四画固四の因 


1 日 sin(G 日） 

8.GG 0254038 

1 日 ccis(G 日） 

已 


同様に辺 b と角 B (かのみびわかっているとをは、辺 a •辺 C は鲁々 
b ~ Man み b ^ sin 肥まめます。また、辺 a と角目（がのみびわかっ 
ているときは、辺 b ‘辺 C は各々 axtan み a ^ cos けでホめまず。 
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この例題は、極座標^直交座標変換を使っても計算できます。 



[line 11 Deg I 

(極座標 (10, 60) を直交座標に蜜換する) 

耐円 （ Rec ) rn 匹] 

画囚し)凹画囚目 


(D (兰角比の 

下図において2辺 a 、 b の距離びわかっていると定、角 B (が 



RecCl 日， G 日） 

X = 日 

Y = 8.660254038 


圓ね n 0= 子を展開して、0=ね n - if -^1 
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[line 11 Deg I 

(0 = ね n -’（5^8) をホめる） 

画画 (ね n - i ) 
回因面 Q 因 


(60 進数に変換） 

囚 


同様に辺 a - 辺 C びわかっているときは、 cos - 1 f 三1で巧めます。 
また、辺 b 、 辺 C びわかっているとをは、 sin -1 1—] でホめまず。 
この例題は、直交座標一極座標蜜換を使っても計算できまず。 



[line 11 Deg I 

(直交座標(8, 5) を極座標に蜜換し r ， 

丽 旧 ( Pol ) 面@四し） 
回囚日 


(変数 Y に格納された0を呼び出し、60進数に変換) 


画励 { Y } 囚 

32〇0'13.3日" 


0を求める） 


PoK 日，已） 

ド 9.433981132 
目= 32.00538321 


tan — 1(卜日） 

32.00538321 

tan — 1(卜日） 

32〇0'13.3日" 
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(D (直接測れない距離） 

下図において、角 C 、 ち D 、 辺 A びわかっているとき 、X 
の距離は？ 



下記の公式を使って計算 
します。 

、： A.sinC 
— sin (180- C - D ) 


[line 11 Deg I 


に D の値をそれぞれ変数メモ U - C ， D に登録して計算) 

固圧]囚固回囚画画 ( STO ) 極] ( C ) 

匹]固囚回回回画画 ( STO ) 圆 ( D ) 

回の圆圓励似区]固励の面の曰 
麵励 ( C ) 曰麵)励 ( D ) の呂 


日日 Since) づ in(l 日卜 

47.06613053 


( S ) (へ□ンの公式) 


下図において、辺 a 、 辺 b 、 辺 C びねかってレるとき、面 
積引ま？ 



(50 m ) 


下記のへロンの公式を 
使って計算しまず。 

S = (S - a)(s - b )( s - c ) 
ただし 、 S = y(a + b + c ) 
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■物理 

(D (斜面上の物体を引く力） 

斜面の角度(が 2 〇。、物体の重さ ( W )60 kg 、 摩擦係数(が 
0.3 のとき、物体を引く力 ( P ) は？ 

0説)下記の公式を使って計算 
します。 

P = W (sine+y*cose) 


圓 

[Line] [Deg] 

固のの励回のの旧 
の!！]团因画回团囚の 
因 


G 日 Csin じ日） + 日 Jx 卜 
37.43567577 





[Line] [Deg] 

( s をホめ、結果を蜜数メモ1」一 A に登録する) 

の回匹)西狂)匹)旧 
团团の固回 
丽画 (STO) 回 (A) 


C 50+40+30)-2 ^A 


60 


■KACA- 日日） （A- が）卜 
600 


W 沒因 

回回回の 
SS 1 I 囚 
のののの 
W 四の回 
回のの曰 
g S 回田 

城因曰曰 

S 
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( S ) (放物運動） 

初速 ( Vo )30 m / s で擲ブたボールが50°の角度(がで上びり 
ました。3秒後の高さ ( h ) は？ 



下記の公式を使って計算 
します。 

h = Vo ぃ sine- 丢 gt 。 

( g : 重力加速度 9.8 m / s 2 ) 



[line 11 Deg I 


凹曲困团困 
IsinI の而 rn 円 

回固因图 CD 面因 
固回呂 


3日 x 3 xsin (0 日日）- 2—1 卜 
24.04399900 
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